
命
令
ゆ
£
布
忽

第
十
七
巻
第
三
競
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
護
行

戊

成

費

法

前

後

の

湖

南

省

(
上
)

野

l
 
l
 

'E
，ノ

秀

美

蒙
的
な
人
々
が
新
任
さ
れ
て
、

ζ

の
風
潮
を
育
成
し
た
こ
と
と
も
開
係
を
も
っ
て
い
/る
。
す
な
わ
ち
職
争
が
移
っ
た
年
、

八
九
五
)
七
月
陳
費
節
が
直
隷
布
政
使
か
ら
湖
南
巡
撫
に
任
ぜ
ら
れ
、
江
標
も
こ
の
前
後
に
湖
南
拳
政
と
な
っ
た
。
ま
た
光
緒
二
十
三
年
(
一
八

九
七
)
六
月
責
遵
憲
は
湖
南
長
費
盟
法
道
を
も
っ
て
湖
南
按
察
使
代
理
と
な
り
、
同
年
八
月
徐
仁
鋳
が
江
標
の
後
任
と
な
っ
て
い
る
。

光
緒
二
十
一
年
(
一

-1~ 

日
清
戦
争
後
一
一
同
年
を
経
て
、
湖
南
に
は
他
省
に
そ
の
比
を
見
な
い
ほ
と
に
、
革
新
の
気
運
が
起
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
省
政
府
の
首
脳
に
啓

こ
れ
ら

の
人
々
が
在
野
の
有
志
と
協
力
し
て
、
新
政
の
推
進
に
嘗
る
の
で
る
る
。
一
省
の
文
教
を
掌
る
江
標
は
、

及
第
し
て
後
K
、
同
文
館
で
外
園
事
情
を
拳
び
、
駐
英
傍
公
使
醇
一
幅
成
に
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
た
。
戦
後
に
は
康
有
震
が
北
京
に
設
立
し
た

強
皐
舎
に
参
加
し
、
後
に
翰
林
編
修
を
も
っ
て
湖
南
暴
政
に
轄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
士
風
を
出
現
え
て
、
新
治
を
聞
く
と
と
を
も
っ
て
自
任
し
て
い
た」。

諸
省
の
先
達
た
ら
し
め
よ
う
」
、
と
い
う
抱
負
を
も
っ
て
い
た
。

光
緒
十
五
年
(
一
八
八
九
)
進
士
に

江
標
は
か
つ
て
日
本
に
来
た
こ
と
が
あ
り
、

湖
南
の

ま
た
陳
賓
箆
は
剛
直
を
も
っ
て
聞
え
ベ

湖
南
を
「
富
強
に
じ

τ、
東
南

湖
南
の
新
政
は
、
ま
や
ノ
こ
の
二
人
に
よ
っ
て
、

先
鞭
を
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ

247 

る。
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ω伐
成
醐
民
法
W
に
収
め
た
相
巌
女
存
巻
三
か
ら
引
用
、
八
五
頁
。

ω戊
戊
股
煽
錬
舎
四
江
標
。

川

w
清
史
稿
傍
二
五
一
陳
費
銭
。

元
来
湖
南
は
、
革
新
的
な
傾
向
を
一
面
に
も
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
総
じ
て
排
外
的
に
し
て
保
守
的
な
傾
向
が
根
強
い
地
域
で
あ
っ
た
。

光
緒
二
十
二
年
(
一
八
九
六
)
の
頃
に
も
、
「
湘
中
の
民
情
は
異
族
異
教
を
見
る
ζ

と
仇
の
よ
う
で
あ
る
」
、
と
云
わ
れ
、
洋
蓄
を
賀
る
英
人
が
殴
打

さ
れ
州
、
新
設
さ
れ
た
電
柱
を
抜
い
て
火
に
投
デ
る
と
い
う
風
で
る
つ
加
。
江
標
は
暴
政
の
立
場
か
ら
こ
の
よ
う
な
風
気
を
改
め
よ
う
と
ナ
る
の

経
皐

・
史
皐

・
掌
故
・
興
地
・
算
島
一
;

詞
章
の
六
類
に
分
っ
て
出
題
し
た
。
歳
試
は
光
緒
二
十
二

年

K
L
4
h
v
T
、
六
月
以
前
に
終
り
、
績
い
て
科
試
を
行
い
、
翌
年
正
月
に
終
っ
て
い
る
。

で
あ
っ
て
、

生
員
の
歳
試
・
科
試
に
は
、

江
標
の
試
験
は
、

「
博
古
の
外
に
か
ね
て
逼
今
を
取

る
。
三
湘
の
人
士
は
つ
い
に
贋
皐
舎
の
各
種
の
諜
著
を
枕
中
の
鴻
賓
と
見
な
し
た
」
、
或
は
泰
西
新
史
撞
要
・
中
東
戦
紀
本
末
は
、
「
新
撃
を
語

る
も
の
が
皆
備
え
ざ
る
を
得
な
い
書
で
あ
っ
た
」
、
と
寓
園
公
報
に
報
じ
て
い
る
の
は
、
こ
の
歳
試
の
扶
況
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ま

傾
向
が
起
っ
て
き
た
こ
と
は
事
貫
で
あ
る
。
博
古
の
外
に
か
ね
て
遁
今
を
取
る
と
は
、
従
来
の
図
書
文
の
外
に
、

い
わ
ゆ
る
新
皐
か
ら
も
出
題

-2-

ま
科
試
に
も
、
通
用
す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
そ
ζ

に
は
康
息
一
d

舎
が
宣
俸
の
た
め
に
ナ
る
誇
張
の
言
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
ζ

の
よ
う
な

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
園
傍
統
の
皐
問
と
共
に
、
時
代
に
臆
じ
た
新
し
い
皐
聞
を
も
か
ね
重
ん
や
ノる
こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
の
た
め
に
宣

教
師
の
設
立
に
か
か
る
旋
風
ナ
曾
護
行
の
書
物
が
重
賓
が
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ζ

の
と
き
の
歳
試

.
科
試
の
答
案
は
、
光
緒
二
十
三
年

(つ一八
九

七
)
十
±
一
月
そ
の
一
部
いがか一況祝湘
通翠
+

ζ

と
に
該
省
生
員
の
閉
風
皐
凹
争
干
問
の
方
向

K
重
重
一
要
な
閥
係
を
も
つ
て
い
る
。
江
標
が
「
取
る
と
ζ

ろ
の
文
は
、
怪
誕

K
し
て
縄
尺
に
嘗
ら
な
い
も
の
が

同川町

多
い
へ
と
保
守
涯
の
皐
者
か
ら
非
難
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
出
題
と
答
案
の
傾
向
は
、

ζ

の
書
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

書
も
出
題
と
同
じ
く
六
類
に
排
列
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
掌
故
は
、

そ
の
内
容
か
ら
推
す
な
ら
ば
、
時
務
と
云
い
か
え
た
方
が
遺
か
に
遁

切
で
あ
る
。

恐
ら
く
江
標
が
最
も
重
視
し
た
部
門
で
は
・
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

ω「輿
隙
右
銘
」
、

張
す
人
出
掛
公
金
集
各
三
一
八
、

光
緒
二
十
二
年
十
二
月
二

十
八
日
。



歳
試
・
科
試
に
か
い
て
従
来
の
出
題
の
方
法
を
改
め
る
と
共
に
、
江
標
は
長
沙
の
校
経
書
院
に
輿
地
・
算
皐
・
方
言
の
三
塁
科
の
新
設
を
請

う
て
、
光
緒
二
十
三
年
(
一
八
九
七
)
四
月
認
可
さ
れ
、
ま
た
同
年
三
月
校
経
書
院
か
ら
湘
皐
新
報
(
品
川
い
哨
滞
日
報
)
を
創
刊
ナ
る
こ
と
と
‘な
っ
た
。
校

経
書
院
に
は
も
と
艇
義
・
治
事
の
南
斎
が
あ
っ
た
が
、
経
費
の
増
額
を
請
う
て
、
輿
地
・
算
拳
・
方
言
の
三
曲
学
科
を
新
設
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
方
一
宮
と
は
英
語
学
}
指
し

τい
&
。
ま
た
湘
照
子
新
報
は
史
皐
・
掌
故
皐
・
輿
地
皐
・
算
皐
・
商
息
一
;
交
渉
皐
の
六
部
門
に
分
れ
、
鰹

そ
の
理
由
は
、
「
近
来
経
解
の
書
は
汗
牛
充
棟
の
有
様
で
、
紛
々
と
し
て
家
法
師
法
を
争
論
し
、

ゆ
「
一
一
一
湘
喜
報
」
、
高
園
公
報
第
九
十
冊
、
光
緒
二
十
二
年
六
月
、
戊
成
端
安
法

w、
三
七
六
頁
。

ω「
湖
南
祭
政
奏
報
全
省
歳
科
雨
試
完
竣
情
形
摺
」
、
湘
同
学
報
第
四
冊
、
光

緒
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日
。

ω三
湘
喜
報
、
'戊
成
第
法
即
日
、
三
七
六
頁
。

事
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

仙

W
戊
成
履
霜
品
開
#
官
四
江
様
。
況
湘
遁
義
雄
聞
の
序
で
江
標
が
、
「
使
者
(
皐
政
)

も
ま
た
信
じ
て
古
を
好
む
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
も
し
士
を
試
ナ
る
者
、
異

を
血
慌
に
矯
め
、
一
己
の
聞
学
ぶ
と
こ
ろ
を
以
て
し
て
、
風
合
の
趨
く
と
ζ

ろ

を
強
い
ん
と
欲
ナ
と
篤
さ
ば
、

ζ

れ
阪
な
り
、

ζ

れ
償
な
り
」
、
と
述
べ

て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
非
難
に
謝
す
る
排
明
と
考
え
ら
れ
る
。

是
非
が
定
ま
ら
な

- 3ー

い
0

・
あ
る
も
の
は
素
王
改
制
を
主
と
し

τ読
を
立
て
、
孔
教
の
員
涯
で
あ
る
ζ

と
を
明
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
時
事
に
盆
あ
る
が
如
く
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
議
論
は
過
激
を
兎
れ
な
い
。
故

K
し
ば
ら
く
除
外
す
る
」
、
と
云
う
の
で
あ
っ
た
(
糟
詰
)

1

素
王
改
制
を
主
と
し
て
設

を
立
て
る
と
は
、
康
有
篤
を
指
し
て
い
る
に
相
違
な
い
。
康
有
矯
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
江
標
も
参
加
し
て
い
た
強
皐
舎
は
、
光
緒
二
十
一
年

(
一
八
九
五
)
十
一
月
禁
止
さ
れ
た
。
湘
皐
新
刊
誌
は
「
専
ら
賓
鼠
干
の
研
究
を
目
的
と
し

τ、
朝
政
を
語
ら
や
ノ
、
官
常
を
議
せ
歩
」
(
胡
)
、
政
治
問

題
に
開
興
し
な
い
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
経
皐
を
除
外
し
た
の
は
、
康
有
馬
的
な
政
治
の
革
新
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
疑
惑
を
、
避
け
よ
う

と
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ω
寸
戸
部
議
覆
湖
南
拳
政
奏
請
校
経
書
院
経
費
摺
」
、
光
緒
二
十
三
年
四
月

四
日
、
湘
摩
報
第
八
冊
、
光
続
四
二
十
三
年
六
月
初
一
日
。

「
校
経
書
院
象

江
標
は
湘
皐
新
報
の
序
に
か
い
て
、
三
代
。
時
に
は
道
と
器
と
合
し
、

249 

に
於
て
反
っ
て
西
人
の
建
拳
育
才
の
諸
法
を
し
て
周
官
に
符
契
せ
し
め
た
」
、

合
意
程
L

、
問
第
二
冊
、
光
緒
二
十
三
年
四
月
初
一
日
。

選
翠
と
皐
校
と
合
し
て
い
た
。

漢
唐
以
後
南
者
は
分
離
し
、
「
こ
こ

と
云
い
、
ま
た
皐
政
と
な
っ
て
こ
こ
に
三
年
、
「
臨
用
粂
備
の
拳
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を
も
っ
て
湖
南
の
人
土
を
導
こ
う
と
考
え
て
、
安
常
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
を
恐
れ
る
」
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
江
標
が
周
官
す
な
わ
ち
周
躍

を
標
携
し
て
い
る
黙
は
、
周
離
を
偽
作
と
し
て
退
け
る
康
有
馬
と
異
る
。
然
し
な
が
ら
西
洋
の
建
皐
一
育
才
の
諸
法
が
周
躍
に
合
致
す
る
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
「
周
般
復
古
・
西
事
更
新
」
の
主
張
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
「
西
洋
の
致

強
は
買
に
経
義
の
精
に
暗
合
す
る
も
の
で
、
別
に
新
創
の
治
を
な
ナ
わ
け
で
な
い
」
、
と
い
う
康
有
震
の
主
張
と
、
殆
と
そ
の
軌
を
同
じ
く
ナ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
標
傍
ナ
る
と
こ
ろ
に
、
周
躍
と
い
わ
ゆ
る
経
義
と
の
相
遣
は
あ
る
に
し
て
も
、
鰹
書
を
媒
介
と
し
て
、
積
極
的
に
西
皐

の
導
入
を
圃
る
と
い
う
駐
で
は
同
一
で
あ
る
。
元
来
江
標
は
工
部
向
書
一
端
組
蔭
(
一
一
野
一
)
の
門
下
に
出
で
、
潜
租
蔭
は
「
経
に
於
て
公
羊
春
秋
と

繭
雅
に
遁
じ
、
史
に
於
て
宿
氏
の
後
漢
書
に
、遁
じ
て
い
た
。
同
治
・
光
緒
の
聞
に
襲
定
庵

・
雄
、
保
の
徐
風
を
承
け
て
、
今
文
の
経
撃
が
盛
行
し
、

許
慣
・
鄭
玄
の
撃
は
つ
い
に
衰
微
し
た
が
、
公
(
品
附
組
J

は
ま
す
ま
す
従
っ
て
こ
れ
を
左
右
し
た
」
、
と
云
か
れ
れ
山
o

恐
ら
く
江
標
に
は
公
羊
撃
を

f

蔭

」

奉
や
ノ
る
康
有
震
と
、
皐
問
的
に
も
何
ら
か
共
鳴
す
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
湘
皐
新
報
に
か
い
て
艇
撃
を
除
外
し
て
い
る
の
は
、
間
学
政
と

こ
れ
を
採
り
入
れ
よ
う
と
す
る
の
は
、

い
う
地
位
と
も
微
妙
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
周
躍
を
標
傍
し
、

か
っ
髄
用
衆
備
の
皐
ナ
な
わ
ち
中
総
西
用
の
立
場
を
と

っ
て
い
る
こ

-4-

と
に
も
、
同
様
な
面
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
時
の
湖
底
総
督
は
公
羊
を
嫌
う
改
良
的
な
張
之
洞
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
推
測
を
可
能
な
ら

し
め
る
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
湘
皐
新
報
は
、
「
湖
南
に
報
館
が
依
け
て
い
る
の
は
、
民
智
を
聞
い
て
人
材
を
育
く
む
所
以
で
は
な
い
」
、
と
い

う
主
旨
を
も
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
歳
試

・
科
試
の
出
題
に
新
機
輔
を
出
し
、
校
経
書
院
に
三
皐
科
を
新
設
し
、
湘
皐
新
報
を
創
刊
し
て
、

か
く

て
江
標
は
湖
南
啓
蒙
の
素
地
を
作
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ω康
有
篤
「
上
今
上
皇
帝
第
四
書
」
、
光
緒
二
十
一
年
間
五
月
。

仙

w
支
偉
成
「
清
代
撲
準
大
師
列
停
」
下
、
六
四
O
頁
、
港
租
蔭
の
候
。

ζ

の
頃
在
野
の
有
志
の
聞
に
も
、

工
場
を
立
て
、
蒸
汽
船
を
通
じ
、
皐
堂
を
開
ζ

う
と
す
る
気
運
が
起
き
て
き
た
。

光
緒
二
十
二
年
(
一
八

九
六
)
冬
王
先
謙

・
熊
希
齢
ら
は
、
公
費
三
高
雨
を
借
り
て
、
費
善
成
製
造
公
司
を
立
て
よ
う
と
し
、

ま
た
湖
南
・
湖
北
の
間
島
蒸
汽
船
を
通

4
y
る
計
童
も
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
で
は
営
利
を
の
み
謀
る
と
い
う
嫌
い

が
あ
る
に
よ
っ
て
、
時
務
拳
堂
の
設
立
が
併
せ
考
慮
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
賓
善
成
製
造
公
司
は
間
も
な
く
設
立
さ
れ
た
折
、
湖
南

・
湖
北
の
聞
に
蒸
汽
船
を
遁
ヂ
る
こ
と
に
は
、
組
督
張
之
洞
は
賛
成
し



な
か
っ
た
。
「
蒸
汽
船
の
運
行
は
、
民
生
商
業
に
誠
に
利
盆
が
あ
る
」
。
し
か
し
「
こ
の
こ
と
は
揚
子
江
の
下
流
一
帯
に
行
わ
れ
て
は
、
も
と
よ

り
利
が
あ
っ
て
害
が
な
い
け
れ
ど
も
、
も
し
湖
南
に
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
う
と
ば
か
り
は
云
え
な
い
」
と
い
う
態
度
を
、
彼
は
と
っ
て
い

加
う
る
に
湖
南
に
は
排
外
の
空
気
が
強
く
、

た
。
外
人
は
久
し
く
湖
南
に
開
港
場
た
聞
く
こ
と
を
望
ん
で
か
り
、
蒸
汽
船
の
運
行
を
肉
質
と

L
て
、
開
港
を
督
促
し
な
い
と
は
限
ら
な
い
。

防
ぐ
に
耐
え
な
い
患

を
残
ナ
よ
り
も
、

紛
争
を
起
し
か
ね
な
い
。
「
必
ヂ
得
ら
れ
る
と
は
云
え
な
い
利
を
闘
っ
て
、

こ
と
に
張
之
洞
が
恐
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

外
人
と
の
聞
に
摩
察
を
起
ナ
こ
と
は
、

そ
の
端
を
聞
か
な
い
方
が
勝
一っ
て
h
る」。

っ
た
。
然
し
な
が
ら
湖
南
人
町
熱
意
が
固
く
、
巡
撫
陳
賓
箆
も
そ
の
中
止
を
望
ま
な
い
な
ら
ば
、
洞
庭
湖
の
渡
航
に
限
定
し
て
、
北
は
岳
州
、

南
は
湘
陰
の
聞
に
運
行
を
許
可
す
る
と
い
う
排
法
を
と
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
・な
ら
ば
外
人
も
こ
れ
を
口
賓
と
し
て
、
開
港
を
要
請
す
る
と
と
も
な

い
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
緩
排
を
第
一
義
と
し
、
不
可
喝
な
ら
ば
洞
庭
湖
の
渡
航
に
限
る
の
を
第
二
義
と
し
て
、
張
之
洞
は
そ
の
裁
定
歩
}
陳
賓
箆

に
委
ね
た
。
た
だ
湖
南
の
蒸
汽
船
を
、
漢
口
に
ま
で
遁
歩
る
こ
と
は
、
議
じ
め
湖
北
と
商
議
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
然
る
後
に
再
び
申
請
す
べ
き
と

と
が
要
求
さ
れ
わ
。
そ
し
て
湖
南
・
湖
北
を
遁
歩
る
蒸
汽
船
の
運
航
も
、
湖
南
紳
士
の
要
望
に
よ
り
、
光
緒
二
十
三
年
(
一
八
九
七
)
七
月
許
可

さ
れ
て
い
る
。
張
之
洞
は
南
江
総
督
の
代
理
と
な
っ
て
い
た
と
き
、
上
海
に
内
河
輪
船
総
局
を
設
け
て
、
上
海
・
蘇
州
・
杭
州
・
鎮
江
そ
の
他

の
聞
に
蒸
汽
船
を
遁
じ
、
ま
た
江
西
の
都
陽
湖
に
蒸
汽
船
を
遁
デ
る
ζ

と
を
許
可
し
て
い
か
。
そ
の
貼
湖
南
側
の
要
望
を
一
概
に
拒
否
す
る
わ

的川町

そ
の
百
六
般
的
な
取
決
め
は
な
お
後
日
に
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

け
に
行
か
・
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

ω
「
湖
南
紳
士
詩
緋
内
河
小
火
輸
給
菓
稿
」
、
湘
皐
報
第
六
冊
、
光
緒
二
十

=
一
年
五
月
十
一
日
。
ζ

れ
に
よ
れ
ば
、
賓
善
成
製
造
公
司
と
共
に
和
豊
火

柴
公
司
が
新
設
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
雨
公
司
の
閑
に
は
恐
ら
く
密
接
な

関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ω
「
輿
陳
右
銘
」
、
光
緒
二
十
二
年
十
二
月
二
十
八
日
。
張
女
装
公
全
集
令

二
一
入
。
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川

W
張
文
豪
公
年
誕
百
、
光
緒
二
十
二
年
十
二
月
の
係
。

ω同
右
、
光
緒
二
十
一
年
七
月
、
同
二
十
二
年
正
月
の
係
。

，

同
「
致
張
沙
陳
撫
台
」
、
光
緒
二
十
三
年
十
一
月
十
六
日
、
十
一
月
十
八
日
。

張
女
装
公
全
集
巻
-
五
四
。
「
湖
南
紳
士
輿
張
制
軍
務
奥
湖
北
令
郷
小
火

輸
船
番
」
、
湘
皐
報
第
六
冊
。

こ
れ
に
劃
し
て
湖
南
時
務
事
堂
除
、
光
緒
二
十
二
年
(
一
八
九
六
}
十
二
月
の
頃
、
前
園
子
監
祭
酒
王
先
謙
ら
に
よ
っ
て
設
立
を
申
請
さ
れ
、
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陳
官
徒
に
よ
っ
て
直
ち
に
許
可
さ
れ
た
。
経
費
は
紳
士
の
寄
附
と
採
磁
の
儀
利
及
び
他
の
項
目
の
公
費
か
ら
支
出
し
、

島一J
生
の
定
員
は
二

一O

名
と
し
て
、
始
め
に
ま
や
〆六

O
名
を
入
率
せ
し
め
、
次
い
で
各
府
聴
州
鯨
の
推
薦
を
侠
っ
て
、
試
験
の
上
で
自
徐
の
六

O
名
を
入
率
せ
し
め
る
。

曲
目
子
堂
の
方
針
は
、
「
彼
の
長
を
取
っ
て
我
が
短
を
補
い
、
必
歩
中
撃
を
も
っ
て
根
本
と
ナ
る
け
れ
ど
も
、
貴
ぶ
と
と
ろ
は
博
き
を
務
め
多
き
を
貧

る
に
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
身
を
修
め
用
を
致
、
ず
に
あ
る
。」

入
皐
後
一二
・
四
年
を
経
て
数
十
名
を
選
ん
で
、
京
師
大
皐
堂
に
迭
り

(抑
制
M

M
一
従
れ
一月
比一
一印
に

お
い
…
設
)
、
或
は
外
闘
に
迭
っ
て
、
水
師

・
武
備

・
化
率

・
曲
害
学

・
蹴
皐

・
商
事

・
製
造
等
の
同
学
堂
に
ム
ご
て
研
究
せ

し
め
る
。
ま
た
科
翠
の
出
身
を
望
む
も
の
に
は
、
生
員

・
監
生
と
同
等
に
郷
試
に
陸
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

こ
の
よ
う
な
主
旨
を
も
っ
て
畢
生

を
募
集
し
、
光
緒
二
十
三
年
八
月
二
十
八
日
試
験
を
行
う
こ
と
が
告
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
の
時
の
試
験
で
は
四

O
名
を
入
率
司
せ
し
め
、
第
二

そ
し
て

一
二

O
名
の
数
を
満
た
ナ
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
ω

時
務
皐
堂
は
も
と

期

・
第
三
期
の
試
験
を
翌
年
の
正
月
下
旬
・
二
月
下
旬
に
行
い
、

中
位
西
用
を
旨
と
し
、
洋
務
的
な
諸
問
学
課
の
収
得
を
目
指
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
こ
の
よ
う
に
し
て
、
賢
善
成
製
造
公
司

・
輪
船

ω「隙
中一点
招
考
時
務
凱
玄
室
一ホ」
、
湘
皐
報
第
十
六
冊
、
光
絡
二
十
三
年

八
月
二
十
一
日
。
戊
成
拙民
法
W
四
九
三
l
四
九
五
頁
。

ω
「
湖
南
関
緋
時
務
祭
蛍
一
大
概
章
程
」
、
湘
悪
報
第
二
十
五
冊、

三
年
十

一
月
二
十
一
日
。
戊
成
製
法
W
、
四
九
八
頁
。

-6-

公
司
及
び
時
務
皐
堂
が
相
前
後
し
て
成
立
ナ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

光
絡
二
十

元
来
賓
善
成
製
造
公
司

・
輸
船
公
司
及
び
時
務
皐
堂
は
、
同
じ
顔
振
れ
の
人
々
に
よ
っ
て
渡
起
さ
れ
た
。
そ
の
問
責
任
の
所
在
を
明
か
に
ナ

る
た
め

K
、
成
立
の
後
に
は
、
輸
船
は
湯
鴨
珍

・
朱
昌
琳
を
推
し
て
専
排
せ
し
め
、
次
い
で
張
組
問
の
専
排
K
婦
し
、
製
造
は
王
先
謙
、思一
4

堂
は

熊
希
齢
が
専
ら
そ
の
衝
に
首
る
ζ

と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
撃
堂
に
招
鴨
ナ
ベ
き
教
師
に
つ
い
て
は
、

中
文
総
数
習
に
梁
啓
超
、
西
文
総
数
習
K

本
十
維
格
を
招
く
こ
と
に
内
定
し
た
。
梁
魯
超

・
李
維
格
の
招
鴨
は
、
署
按
察
使
黄
遵
憲
に
そ
の
端
を
護
し
、
江
標
・
熊
希
齢
・
陳
三
立
並
に
王

先
謙

・
張
租
同
ら
も
こ
れ
に
賛
意
を
表
し
た
。
陳
三
立
は
巡
燃
陳
賀
飯
の
子
で
あ
っ
て
、

在
野
の
革
新
論
者
と
陳
賓
箆
と
の
間
に
あ
っ
て
、
新

政
の
途
行
に
重
要
な
役
割
を
勤
め
た
人
で
あ
る
。
ま
た
前
園
子
監
祭
酒

・
岳
麓
書
院
々
長
王
先
謙
も
、

こ
の
頃
に
は
比
較
的
に
聞
け
た
態
度
を

と
っ
て
い
た
。
彼
は
校
経
書
院
に
ま
ね
て
、
岳
麓
書
院
の
事
科
を
組
‘
史

・
掌
故

・
算

・
曹
の
五
部
門
に
分
ち
、
時
務
報
を
購
入
し
て
、
書
院



の
畢
生
に
閲
覧
ナ
る
と
と
を
識
し
も
し
た
。
そ
し
て
「
院
長
は
老
い
た
。
時
務
に
hz
い
て
通
暁
す
る
と
ζ

ろ
は
な
い
。
た
だ
自
分
の
不
準
の
放

を
も
っ
て
、
人
の
向
事
の
路
を
阻
む
よ
う
な
と
と
は
断
じ
て
し
な
い
」
、
と
書
院
の
皐
科
学
}
五
部
門
に
分
フ
た
こ
と
を
説
明
い
、
ま
た
時
務
報
は

と
も
推
賞
し
て
い
る
。
王
先
識
は
嘗
時
江
標
・

「
現
在
必
讃
の
警
で
あ
り
」
、
「
け
だ
し
時
勢
を
憂
う
る
君
子
が
憤
り
を
設
し
て
の
作
で
あ
る
」
、

熊
希
齢
ら
と
ほ
ぼ
そ
の
歩
調
を
合
わ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ω熊
希
齢
「
上
陳
右
銘
中
丞
書
」
、
戊
成
費
法

E
、
五
八
八
頁
。

ω「
岳
能
書
院
々
長
王
月
謀
改
章
手
議
」
、
湘
事
報
第
九
冊
、
光
緒
二
十
三

年
六
月
十
一
日
。

同
「
岳
麓
院
長
玉
盆
吾
祭
沼
購
時
務
報
渓
給
諸
生
公
開
手
議
」
、

十
八
冊
、
光
緒
二
十
三
年
正
月
二
十
一
日
。

時
務
報
第

王
先
謙
も
推
賞
ナ
る
時
務
報
の
主
筆
と
し
て
令
名
を
う
た
わ
れ
、
李
維
格
も
時
務
報
に

関
係
し
て
、
外
園
新
聞
記
事
の
翻
課
の
こ
と
に
首
っ
て
い
た
。
雨
者
を
招
蒋
ナ
る
ζ

と
に
つ
い
て
、
熊
希
齢
は
異
常
な
熱
意
を
も
っ
て
い
た
。
彼

は
嘗
時
南
京
に
い
た
語
嗣
同
に
書
翰
を
、
途
っ
て
、
上
海
に
往
っ
て
二
人
の
招
轄
を
時
務
報
の
経
営
者
注
康
年
に
懇
請
す
る
よ
う
に
依
頼
し
、
も

し
注
康
年
が
不
承
知
・
な
ら
ば
、
無
理
に
二
人
を
奪
い
去
っ
て
も
差
支
え
な
い
、
と
い
う
意
味
の
と
と
を
述
べ
て
い
る
。
光
緒
二
十
三
年
十
月
梁

啓
超
・
李
維
格
は
共
に
湖
南
に
赴
任
し

τい
る
が
、
そ
の
と
き
の
篠
件
と
し
て
梁
魯
超
は
、
分
数
習
は
総
数
習
か
ら
推
薦
が
ベ
き
旨
を
陳
一
一
一

立
・
熊
希
齢
に
惇
え
、
そ
し
て
韓
文
翠
・
葉
費
遁
が
中
文
分
教
習
に
選
ば
れ
た。

何
れ
も
康
有
矯
の
門
弟
で
あ
る
。
時
務
拳
堂
の
経
営
は
熊
希

齢
、
教
育
は
こ
と
に
梁
啓
超
が
そ
の
責
に
任
じ
、
や
が
て
康
有
震
の
革
新
思
想
が
皐
堂
を
、
通
し
て
湖
南
に
喧
繍
侍
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。

ω「
致
注
康
年
書
」
二
十
て
光
緒
二
十
三
年
九
月
初
六
日
、
護
嗣
同
全
集

帥

能

希

齢

「

上

陳

右

銘

中
丞
書」

附
「
梁
卓
如
感
超
原
風
」
、
戊
戊
製
法

E
、

三

六

六

頁

。

五

九

二

頁

。

ま
た
時
務
皐
堂
の
組
救
習
に
推
さ
れ
た
梁
啓
超
は
、

-7ー

光
緒
二
十
三
年
(
一

八
九
七
)
八
月
時
務
撃
堂
が
畢
生
を
募
集
す
る
頃
、
江
標
は
任
満
ち
て
聞
学
政
を
や
め
、
徐
仁
銭
が
そ
の
後
任
と
な
っ
た
。

徐
仁
鋳
は
漢
宋
調
和
の
陳
関
甫
の
恩
?
を
服
腐
し
て
い
た
が
‘
戦
後
に
は
「
時
事
を
悲
し
み
、
頗
る
康
有
震
の
読
を
主
張
し
わ
」
。
そ
の
酷
拳
政

の
交
代
に
よ
っ
て
省
政
府
の
方
針
K
幾
る
と
と
な
く
、
却
っ
て
従
来
よ
り
も
積
極
的
な
態
度
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
梁
魯
超
ら
が
時
務
皐
堂
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で
専
ら
康
有
篤
の
思
想
を
説
く
乙
と
が
出
来
た
の
も
、

一
つ
に
は
皐
政
徐
仁
鋳
の
強
力
な
支
持
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
か
れ
る
。
ま
た
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蛍
時
湘
間
晶
子
新
報
に
は
麿
才
常
が

b
り
、
南
京
に
い
た
謂
嗣
同
も
や
が
て
湖
南
に
競
え
ろ
う
と
し
て
い
た
。
唐
才
常
は
江
標
の
門
下
に
出
で
て
、

湘
拳
新
報
の
創
刊
以
来、

そ
の
編
輯
の
ζ

と
に
蛍
り
、
そ
し
て
そ
の
史
皐

・
掌
放
の
部
門
を
捲
嘗
し
て
い
た
。
語
嗣
同
は
唐
才
常
と
同
郷
の
幼

な
友
達
で
あ
り
、
梁
啓
超
と
も
互
に
相
許
す
間
柄
で
あ
っ
た
。
語
嗣
同
の
仁
皐
の
草
稿
も
、

こ
の
頃
に
は
恐
ら
く
出
来
て
い
た

そ
れ
は

o 

排網

破
壊
的
な
批
判
が
そ
の
特
色
で
あ
る
。

羅
を
衝
決
し
て
」
、
道
徳
政
治
を
問
わ
や
ノ
、
あ
ら
ゆ
る
拘
束
の
打
破
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

満
思
想
も
勿
論
そ
の
聞
に
含
ま
れ
て
い
た
。
彼
V

いは
湖
南
を
自
立
せ
し
め
よ
う
と
い
う
意
向
も
持
た
れ
て
い
た
。
か
つ
彼
は
自
ら
「
私
淑
の
弟

子
」
と
絹
し
て
、
康
有
信
用
に
敬
服
し
て
い
た
。
唐
才
常
は
語
嗣
同
に
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
こ
の
二
人
と
梁
啓
超
が
、

湖
南
革
新
の
主

な
推
進
力
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ω「
葉
吏
部
総
軒
今
語
許
」
序
、
明
典
品
以
叢
編
批
官
四
。

ω梁
魯
超
e

「
認
嗣
岡
市
開
」
、
読
嗣
同
全
集
附
録
。

梁
啓
超
は
湖
南
に
赴
任
し

T
一
カ
月
徐
り
後
に
、
陳
賓
箆
に
書
を
、
透
っ
て
、
湖
南
の
自
立
を
読
い
た
。
そ

の
云
う
と
ζ

ろ
に
よ
れ
ば
、
今
日
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は
襲
法
以
外
に
決
し
て
園
存
の
道
は
な
い
。
し
か
も
媛
法
の
事
を
政
府
蛍
局
に
望
ん
で
も
不
可
能
で
あ
る
。
今
日
の
計
を
な
す
に
は
、

必
や
ノ腹

地
の

一
・
二
省
が
自
立
し
て
、
然
る
後
に
中
園

K
一
線
の
活
路
が
あ
る
。
督
撫
に
自
立
を
説
く
の
は
、
大
逆
不
道
、
狂
惇
の
言
で
あ
ろ
う
。

し

か
し
時
局
は
し
か
せ
ぎ
る
を
得
な
い
段
階
に
来
て
い
る
。
費
融

・
鄭
成
功
に
な
ら
う
べ
き
で
あ
る
。
湖
南
に
は
陳
賓
箆
の
下
に
責
遵
憲

・
徐
仁

品
開
の
人
材
が
い
て
、
天
は
殆
と
湖
南
を
自
立
せ
し
め
て
、
中
園
を
存
立
せ
し
め
よ
う
と
ナ
る
が
如
く
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
謬
州
湾
占
領
の
摘
が

息
ま
な
い
・
な
ら
ば
、
今
年
に
も
分
割
の
勢
が
な
り
、
何
も
云
う
と
と
は
な
い
。
も
し
五
年
の
徐
裕
が
あ
る
・
な
ら
ば
、
湖
南
は
或
は
亡
び
な
い
で

あ
ろ
う
。
た
だ

一
省
を
治
め
る
の
と

一
闘
を
立
て
る
の
と
で
は
、
そ
の
規
模
保
理
は
絶
え
て
異
る
。
陳
費
箆
に
自
立
の
意
が
あ
る
・
な
ら
ば
、

自

分
の
意
見
を
述
べ
た
い
、
と
云
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
頃
康
有
馬
は
第
五
次
の
上
書
を
行
い
、
疑
法
に
三
策
が
あ
る
と
し
て
、
失
の
三
カ
僚

を
事
げ
た
。
第

一
策
は
範
を
ロ

シ
ア
と
日
本
に
と
っ
て
闘
是
を
定
め、

ロ
シ
ア

の
ピ

l
タ
!
大
帝
の
心
を
心
法
と
し
、

日
本
明
治
の
政
を
政
法



と
す
る
ζ

と
で
あ
り
、
第
二
策
は
大
い
に
群
才
を
集
め
て
境
政
を
謀
る
ζ

と
で
あ
り
、
第
三
策
は
督
撫
に
委
ね
て
各
自
に
費
法
せ
し
め
る
こ
と

，

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
策
の
内
、
よ
く
そ
の
上
を
行
う
・
な
ら
ば
強
唱
な
る
べ
く
、
よ
く
そ
の
中
を
行
う
な
ら
ば
弱
な
る
べ
く
、
僅
か
に
そ
の
下

を
行
う
も
、
悉
く
亡
び
る
に
は
至
ら
な
い
、
と
彼
ほ
述
べ
て
い
る
。
腰
州
湾
事
件
、を
契
機
と
し
て
、
康
有
痛
は
重
ね
て
君
権
に
よ
る
急
速
度
な

嬰
法
を
光
緒
帝
に
上
書
し
、
梁
啓
超
は
湖
南
の
自
立
を
陳
賓
箆
に
説
い
た
。
そ
の
間
君
主
と
巡
撫
の
相
違
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
根
本
的
な
改
革

を
圃
り
、
そ
1ν

て
中
園
を
近
代
的
な
園
家
た
ら
し
め
よ
う
と
ナ
る
意
固
に
か
い
て
は
繁
り
な
い
。
康
有
潟
の
督
撫
に
委
ね
て
各
自
に
製
法
令
し

め
る
と
い
う
第
三
策
が
、
督
撫
の
自
立
を
前
提
と
ナ
る
獲
法
を
意
味
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
か
で
な
戸
。
し
か
し
嘗
時
梁
啓
超
は
康
有
篤
に

そ
の
読
の
護
揮
に
努
め
て
い
た
。
康
有
震
の
光
緒
帝
へ
の
上
書
と
梁
啓
超
の
陳
費
箆
へ
の
書
翰
と
の
聞
に
は
、
聯

殆
ど
全
面
的
に
師
事
し
て
、

絡
が
・
な
か
っ
た
と
は
云
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
語
間
同
の
み
な
ら
や
べ
唐
才
常
も
湖
南
の
自
立
を
脳
裡
に
重
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

湖
南
の
自
立
は
、
単
に
梁
魯
超
の
み
の
意
見
で
は
・
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ω「
梁
魯
趨
上
際
費
簸
書
」
、
「
光
緒
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
?
」
、

先

迷
要
品
開
巻
四
、
戊
成
幾
法
E
。

ω康
有
鴛
「
上
今
上
皇
帝
第
五
番
」
、
光
緒
二
十
三
年
十
一
月
。
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次
い
で
梁
啓
超
は
再
び
陳
賓
箆
に
書
を
塗
っ
て
、
湖
南
で
行
う
べ
き
改
革
の
具
健
的
な
方
策
を
読
い
た
。
そ
れ
は
民
智
を
聞
き
、
紳
智
を
開

き
、
官
智
を
聞
く
、
と
い
う
三
離
に
要
約
ナ
る
こ
と
が
出
来
る
。
民
智
・
紳
智
を
聞
く
と
は
、
民
権
・
紳
樺
を
伸
ば
ナ
ζ

と
と
表
裏
の
関
係
に
立

っ
て
い
る
。
そ
し
て
主
と
し
て
時
務
皐
堂
を
中
心
に
民
智
を
聞
き
F

南
皐
舎
を
中
心
に
紳
智
を
聞
こ
う
と
ナ
る
の
が
、
梁
啓
超
の
構
想
で
あ
る
。

「
有
も
湖
南
の
自
保
を
欲
ナ
る
喝
な
ら
ば
、
必
歩
六
十
徐
州
豚
の
風
気
を
同
時
に
並
開
し
、
民
智
を
同
時
に
並
啓
し
、
人
材
を
同
時
に
並
成
」
し

て
、
「
三
年
の
聞
に
議
論
悉
く
襲
ナ
る
」
、

と
い
う
風
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
湖
南
全
省
の
書
院
に
必
い
て
、
官
課
・
師

課
は
改
め
て
時
務
を
課
し
、
耳
目
を
一
新
せ
し
め
る
。
ま
た
時
務
皐
堂
に
内
課
と
外
課
を
設
け

τ、
従
来
の
定
員
一
二

O
名
を
内
課
と
し
て
専
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眼
が
あ
り
、

門
の
皐
を
修
め
し
め
、
別
に
外
課
止
を
b
き
、
康
く
各
州
懸
か
ら
半
年
ま
た
は
一
年
毎
に
交
代
に
来
撃
せ
し
め
る
。
外
課
は
風
祭
場
}
聞
く
離
に
主

ま
や
ノ種
々
の
奮
習
を
打
破
し
・
な
け
れ
ば
、
中
園
は
園
と
し
て
存
立
ナ
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
悟
ら
し
珍
、
然
る
後
に
東
西
の
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史
書
・
内
外
公
法
の
書
止
を
援
け
、
更
に
古
経
古
子
の
精
華
に
折
衷
し
、

ほ
ほ
自
然
科
皐
の
種
別
を
知
ら
し
め
る
。
讃
室
田
は
十
種
に
す
ぎ
歩
、
期

聞
は
放
月
に
す
ぎ
LT
し
て
、
保
闘
・
保
種
・
保
殺
を
も
っ
て
己
が
任
と
な
し
、

大
局
の
擁
欄
を
も
っ
て
身
の
恥
と
ナ
る
ほ
ど
に
、

そ
の
見
識
を

高
め
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
見
識
を
も
っ
て
外
課
を
修
了
し
た
も
の
を
、

一
年
後
に
各
豚
に
設
立
さ
る
べ
き
小
皐
堂
の
教
習
た
ら
し
め
よ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
時
務
皐
堂
の
内
課
の
皐
生
は
、
年
毎
に
五
十
人
の
優
秀
な
も
の
を
選
ん
で
、
四
年
間
に
順
次
に
ま
や
ノ
日
本
に
留
皐
せ

し
め
る
。「
ま
ナ
日
本
に
皐
ぶ
だ
け
で
も
、

吾
が
目
前
の
用
と
ナ
る
に
足
る
」
の
で
あ
っ
て
、

蹄
園
の
後
に
は
湖
南
一
省
の
政
治
に
嘗
ら
し
め
、

人
材
に
除
俗
が
あ
れ
ば
、
全
園
の
用
と
す
る
ζ

と
も
望
み
得
ら
れ
る
、

と
云
う
の
で
あ
る
。

ω
「
梁
感
趨
上
限
賓
後
者
、
論
湖
南
限
緋
之
事
」
、
光
絡
二
十
三
年
十
二月、

戊
成
政
獲
記
念
八
、
戊
成
製
法

E
。

時
務
皐
堂
に
外
課
を
か
き
、
各
書
院
の
官
謀

・
師
課
を
改
め
る
こ
と
が
、
民
智
を
聞
き
、
結
果
的
に
は
民
穫
を
伸
ば
ナ
こ
と
に
主
眼
を
か
い

て
い
る
の
に
劃
し
て
、
紳
智
を
聞
き
、
紳
権
を
輿
ナ
接
融
と
な
る
べ
き
も
の
が
南
皐
舎
で
あ
る
。
南
皐
舎
は
こ
の
時
に
は
ま
だ
設
立
さ
れ

T
M
V

な
い
。

し
か
し
梁
啓
超
が
湖
南
に
赴
任
し
て
間
も
な
く
、
そ
の
設
立
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
陳
賢
箆
に
迭
っ
た
最
初
の
書
翰
で
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も
彼
は
、
十
一
月

「九
日
か
ら
息
子
堂
の
休
暇
と
な
り
、
hz
自
に
か
か
り
た
い
と
思
っ
た
が
、
次
い
で
各
位
が
舎
合
し
て
皐
舎
の
と
と
を
相
談
し

た
の
で
、
出
来
な
か
っ
た
へ
と
述
べ
て
い
る
。
南
皐
舎
を
紳
智
を
聞
き
紳
擢
を
輿
ナ
操
貼
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
の
は
、

そ
の
設
立
を
汲
定
し

て
の
こ
と
で
あ
る
。
南
皐
舎
は
、
皐
舎
と
議
舎
の
規
模
を
か
ね
備
え
る
と
と
ろ
に
、
そ
の
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
ナ
な
わ
ち
、
南
準
舎
の
名
望

家
が
そ
れ
ぞ
れ
品
行
正
し
く
才
識
聞
け
た
紳
士
を
、
州
豚
毎
に
数
人
づ
っ
推
薦
し
て
、
南
皐
舎
に
入
ら
し
め
る
。
禽
に
は
庚
く
書
籍
を
集
め
、

講
習
の
期
間
と
課
業
を
定
め
て
、
中
国
の
危
亡
・
西
洋
の
強
盛
な
所
以
を
閉
円
か
に
し
、
政
治
の
根
本
を
考
え
、
排
事
の
保
理
を
研
究
ぜ
し
め
る
。

ま
た
電
報
と
中
央
政
府
か
ら
の
公
文
書
は
、
極
秘
の
も
の
を
除
き
、
南
率
舎
に
交
附
し
て
、
率
調
同
討
議
せ
し
め
る
。
賓
施
し
よ
う
と
ナ
る
あ
ら

ゆ
る
新
政
は
、
す
べ
て
南
曲
学
舎
に
交
附
し
て
、

そ
の
貫
施
の
可
否
を
議
し
、

そ
の
排
法
を
決
議
し
、

そ
の
経
費
工
面
の
法
を
議
し
、
，
次
い
で
そ

の
用
人
の
法
を
議
せ
し
め
る
。

南
皐
舎
は

「
日
々
に
書
を
誼
み
日
々
に
事
を
治
め」、

か
く
マ
一
年
後
に
は
過
半
数
の
曾
員
が
議
員
た
り
得
る

能
力
を
も
ち
、
更
に
一
年
後
に
は
、
留
め
て
組
曾
議
員
と
な
る
も
の
以
外
は
、
各
州
豚
に
賄
え
し
て
そ
の
分
舎
議
員
と
な
る
。
ま
た
別
に
新
班



合

を
選
ん
で
、
組
曾
に
あ
っ
て
開
学
習
せ
し
ゅ
よ
う
と
ナ
る
の
で
あ
る
。
車
皐
舎
は
そ
れ
自
身
議
禽
の
規
模
を
も
っ
と
共
に
、
議
員
た
る
べ
き
も
の

を
養
成
す
る
機
関
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
構
想
の
ょ
っ
尤
来
る
と
こ
ろ
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
西
洋
の
議
舎
制
度
で
あ
る
。
西
洋
で
は
「
議
マ

事
と
行
事
ど
は
二
分
さ
れ
て
い
る
。
議
事
の
人
に
は
定
章
の
擢
が
あ
っ
て
、
排
理
の
樺
は
な
い
。
行
事
の
人
に
は
排
理
の
穫
が
あ
っ
て
、
定
章

の
権
は
な
hr
」。

西
洋
で
は
立
法
と
行
政
と
は
異
る
。
南
恵
一
4

禽
を
立
法
の
府
た
ら
し
め
、

そ
の
た
め

K
紳
智
を
聞
き
、

か
く
て
梁
啓
超
は
南
皐

舎
に
湖
南
革
新
の
操
離
を
か
ζ

う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

然
し
・
な
が
ら
行
政
の
権
を
握
る
も
の
は
官
僚
で
あ
る
。

「
民
智
を
聞
き
紳
智
を
聞
こ
う
と
し
て
も
、

官
の
協
力
に
侯
つ
も
の
が
甚
だ
多
い
。

故
に
官
智
を
聞
く
こ
と
も
ま
た
寓
事
の
起
貼
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
再
教
育
の
機
関
と
し
て
提
唱
さ
れ
る
も
の
が
、
課
吏
堂
の
設
立
で
あ
っ
た
。

官
の
再
教
育
と
は
、
‘世
界
の
獄
勢
を
知
ら
し
め
、
嘗
世
風
の
皐
聞
に
劃
ナ
る
教
養
を
輿
え
る
こ
と
で
あ
る
。
堂
中
に
書
籍
を
陳
ら
ベ
地
圃
を
掛

け
、
各
園
の
倹
約

・
各
園
の
歴
史
及
び
政
準
公
法
農
工
商
兵
碩
政
の
書
は
必
誼
ナ
べ
く
、
ま
た
多
く
新
聞
を
備
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
も
、

校
長
に
は
必
歩
巡
撫
、

副
校
長

K
は
司
遁
が
な
る
べ
く
、

長
官
と
部
下
と
の
閥
係
か
ら
も
、

息
子
習
に
働
ま
ざ
る
を
得
な
い
仕
組
を
と
っ
て
い

-11ー

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
時
務
皐
堂
の
例
の
よ
う
に
笥
記
を
書
か
せ
、
笥
記
は
校
長

・
副
校
長
が
随
意
K
閲
覧
す
る
ζ

と
と
な
っ
て
い
る
。

る
。
た
だ
官
に
は
責
任
官
と
候
補
官
と
が
あ
り
、
賓
任
官
は
悉
く
は
課
吏
堂
に
入
れ
る
わ
け
に
行
か
な
い
け
れ
ど
も
、
必
や
J

某
書
を
指
定
し
て

読
ま
し
め
、
讃
後
の
所
見
と
該
臓
の
人
情
物
産
風
俗
学
)
自
ら
笥
記
に
書
か
せ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
官
の
再
教
育
と
は
云
っ
て
も
、
課
吏
堂
で

の
主
調
象
は
、
勢
い
候
補
官
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
と
に
か
く
官
智
を
聞
く
こ
と
は
、
民
智
・
紳
智
を
聞
く
こ
と
と
共
に
、
「
一
切
の
根
本
」

で
あ
る
。

ζ

の
三
者
の
啓
護
に
よ
っ
て
、
新
政
の
障
碍
は
除
か
れ
、
却
っ
て
新
政
に
協
力
す
る
瞳
制
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
梁
啓
超

は

一
新
政
局
を
設
け
て
、

一
切
の
新
政
を
統
轄
せ
し
め
、
司
道
を
そ
の
線
排
と
し
、
制
梢
排
以
下
も
線
排
が
選
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
省
政

府
の
機
能
を
翠
げ
て
新
政
の
遂
行
に
蛍
る
の
で
は
な
い
。
そ
の

一
部
局
と
し
て
新
政
局
を
設
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、

し
か
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
こ
ろ
に
、
賓
は
問
題
が
あ
っ
た
、

と
云
う
ζ

と
も
出
来
る
。
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梁
魯
超
が
陳
費
蔵
に
、
4

諮
っ
て
、
湖
南
で
行
う
べ
き
具
瞳
的
な
方
策
を
説
い
た
書
翰
は
、

ほ
ほ
以
上
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
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「ζ
の
書
は
す
な
わ
ち
湖
南
緋
事
の
起
黙
で
あ
っ
た
。
ζ

の
後
湖
南
一
切
の
事
は
、
皆
こ
の
書
に
よ
っ
て
順
次
に
行
わ
れ
た
。
し
か
も
南
皐
曾

が
最
も
全
省
新
政
の
命
脈
で
あ
っ
て
、
名
は
皐
舎
で
あ
る
け
れ
と
も
、

賓
は
地
方
議
禽
の
規
模
を
粂
ね
て
い
た
」
、

と
後
に
梁
啓
超
は
云
い
、

ま
た
「
南
象
台
は
質
は
暗
に
衆
議
院
の
規
模
を
寓
し
、
課
吏
堂
は
質
は
暗
に
貴
族
院
の
規
模
を
寓
し
、
新
政
局
は
買
は
暗
に
中
央
政
府
の
規
模

を
寓
し
て
い
た
」
、
と
も
述
べ
て
い
る
。
然
し
な
が
ら
湖
南
の
自
立
を
望
み
、
南
皐
舎
に
議
曾
の
規
模
を
も
た
し
ゅ
、
か
っ
議
員
養
成
の
機
関
た

そ
の
こ
と
を
南
皐
曾
の
主
旨
と
し
て
公
表
す
る
ζ

と
は
、
蛍
時
と
し
て
は
恐
ら
く
出
来
友
か
っ
た
に
相

違
な
い
。
南
島
a

曾
序
は
梁
世
廿
超
の
執
筆
に
か
か
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
官
紳
民
の
心
を
一
に
し
て
気
力
を
奮
い
起
ナ
に
は
、
拳
禽
を
お
い
て
術

ら
し
め
よ
う
と
し
て
い
た
に
し
て
も
、

は
な
い
。

中
闘
は
分
割
の
危
機
に
や
回
国
し
て
い
る
。
中
園
が
自
振
自
保
ナ
る
こ
と
が
、
分
割
を
防
ぐ
唯
一
の
道
で
あ
る
。
し
か
し
中
閣
の
け犬、

積
弊
の
久
し
き
を
以
て
し
て
、
直
ち
に
こ
れ
を
聯
合
し
て
風
気
を
新
た
に
ナ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
数
省
が
ま
デ
起
ち
、
風
』
熟
成
り
規
模
備

っ
て
、
然
る
後
に
他
省
に
及
ぼ
ナ
・
な
ら
ば
、
「
王
室
を
力
戴
し
聖
一
教
を
保
全
す
る
」

ζ

と
も
、

或
は
可
能
で
あ
っ
て
、

湖
南
が
そ
の
様
黙
と
な
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る
べ
き
で
あ
る
。
天
下
を
強
く
し
中
闘
を
保
つ

べ
き
も
の
は
、
任
侠
山
同
気
の
湖
南
人
に
如
く
は
な
い
、

と
云
う
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
湖
南
が

中
園
こ
と
に
南
部
数
省
の
革
新
の
擦
貼
と
な
り
、
南
皐
舎
が
そ

の
中
心
の
機
関
と
な
る
べ
き
ζ

と
を
読
い
て
い
る
。
南
皐
舎
と
い
う
名
絹
も
、

南
部
数
省
の
革
新
の
意
を
込
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
南
皐
命
同
は
皮
錫
瑞
を
禽
長
に
推
し
て
、
光
緒
二
十
四
年
(
一八
九
八
)
二
月
一
日
正
式
に
開

講
し
た
。
そ
し
て
事
術
・
政
教
・
天
文
・
輿
地
の
四
部
門
に
分
ち
、
恩
一
d

術
は
皮
錫
瑞
、
政
教
は
賀
選
憲
、
天
文
は
語
嗣
問
、
輿
地
は
都
代
鈎
が

捻
賞
し
て
、
撃
舎
と
し
て
の
鰻
裁
を
整
え
九
州
。
議
合

・
議
員
の
ζ

と
は
、
全
く
表
面
に
現
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ω戊
成
政
後
記
念
八
、
一
二
・
二
二
頁
。

ω郁抗
感
超

「
南
摩
命
叙
」
、
時
務
報
第
五
十
二
倒
、

光
緒
二
十
四
年
正
月
二

十
一
日
、
戊
成
療
法
W
、
四
一
九
1

四
二

O
頁
。

ω皮
名
振

「皮
鹿
門
年
譜
」
、
光
緒
二
十
四
年
、
四
十
九
歳
の
係
、
五
七
頁
。

ま
た
南
隼
舎
の
成
立
と
前
後
し
て
、
旬
刊
の
湘
昼
d

新
報
と
は
別
に
、

同
の
執
筆
に
か
か
る
。

日
刊
の
湘
報
が
創
刊
さ
れ
た
。
湘
報
序
は
唐
才
常
、
湘
報
後
序
は
謹
嗣

謹
嗣
同
は
光
緒
二
十
四
年
正
月
上
旬
湖
南
に
蹄
え
り
、

湖
南
革
新
の
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
後
序
に

b
い

て
彼
が
強
く
主
張
し
て
い

る
も
の
は
、

日
新
で
あ
る
。

中
闘
と
夷
秋
も
、

地
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

新
に
よ

っ
て
匡
別



さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
蓄
と
は
夷
秋
の
調
で
あ
り
、
新
と
は
中
園
の
謂
で
あ
る
。
守
蓄
な
ら
ば
、

こ
れ
を
夷
秋
と
し
、
開
新
4

な
ら
ば
イ

ζ

れ
を
中
国
と
ナ
る
」
。
，し
か
も
「
昨
日
の
新
は
今
日
に
至
っ
て
す
で
に
蓄
、
今
日
の
新
は
明
日
に
至
っ
て
ま
た
ナ
で
に
奮
で
あ
る
L

。
貴
ぶ
ベ

き
は
日
に
新
た
な
る
こ
と
で
あ
る
。
湘
皐
新
報
は
旬
刊
で
あ
っ
て
、
新
と
は
云
え
て
も
、

日
新
と
は
云
え
な
い
。
日
刊
の
湘
報
が
出
て
、
始
め

て
日
新
の
義
に
合
う
で
あ
ろ
う
、

と
彼
は
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
新
聞
は
す
な
わ
ち
民
史
」
で
あ
り
、

る
に
一
姓
の
譜
諜
に
ナ
ぎ
な
い
」
、

ーと
も
彼
は
述
べ
た
。
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
民
意
を
新
聞
に
反
映
せ
し
め
、
そ
し
て
日
々
に
革
新
を
圃
る

こ
と
に
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
更
に
深
い
費
草
の
意
向
も
そ
の
聞
に
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
湘
報
そ
の
も
の
を
見
る
こ
と
は
出
来

そ
の
主
張
は
湘
撃
新
報
よ
り
も
更
に
激
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
湘
拳
報
申
に
も
議
ナ
ベ
き
臨
が
ナ
で
に
間
々
あ
る
が
、

そ
の
偏
頗
な
と
と
、

ζ

と
に
甚
だ
し
い
」
、
と
嘗
時
張
之
洞
は
非
難
し
て
い
る
。
し
か
も
梁
啓
超
に

「
か
の
二
十
四
史
の
撰
述
は
」
‘

「
要
ナ

な
い
け
れ
ど
も
、

近
日
新
た
に
出
さ
れ
た
湘
報
に
至
つ
て
は
、

よ
れ
ば
、
湘
報

-e湘
拳
報
に
「
云
う
と
と
ろ
は
、
皐
堂
中
の
激
し
さ
に
は
及
ば
な
い
け
れ
ど
も
、
賓
は
暗
に
相
策
麗
し
た
」
、
と
云
い
、
ぺ
時
に
畢

生
は
皆
寮
に
住
み
、
世
間
と
交
遁
せ
歩
、
‘
時
務
皐
堂
内
の
空
気
は
日
々
に
激
慶
し
て
、
世
聞
に
は
知
ら
れ
・
な
か
っ
た
。
冬
期
休
暇
に
畢
生
が
蹄

省
し
て
、
笥
記
を
出
し
て
親
友
に
示
ナ
に
及
ん
で
、
湖
南
全
省
は
大
い
に
騒
い
だ
」
、
と
述
べ
て
い
句
針
。
と
に
か
く
時
務
用
干
堂
・
南
皐
舎
及
び
湘

-13 -

闇
字
新
報
・
湘
報
は
、
相
呼
臆
し
て
革
新
思
想
を
鼓
吹
し
た
。
上
か
ら
の
啓
蒙
の
段
階
は
ナ
ぎ
、
在
野
の
急
進
論
者
に
革
新
の
主
動
権
が
移
ろ
う

と
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
思
想
が
鼓
吹
さ
れ
た
か
。
次
に
そ
の
駐
に
燭
れ
て
来
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω佼
顛
冥
珊
閣
内
言
径
四
、
戊
成
樹
皮
法
町
、
五
一
二
一
|
五
三
三
頁
、
諮
問
同
全
集

一一一一六

l
一
三
九
頁
。

倒
「
致
長
沙
陳
撫
台
資
呆
台
」
、
光
緒
二
十
四
年
間
三
月
二
十
一
日
午
刻
夜
、

張
文
裏
公
全
集
巻
一
五
五
。

悌
清
代
事
術
概
論
一
四

O
頁。
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